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タイムラプス観察から得られた着床前診断における胚盤胞生検の有用性 
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【目的】 

近年のタイムラプス研究により 1 細胞から 3 細胞以上に分割する異常分割胚が多く確認さ

れ、これらの胚は染色体異常率が高いと報告されている。しかし、異常分割胚は Day3 分割

期胚の形態評価では区別することが難しく、着床前診断を行う際に選択する可能性がある。

そこで均衡型染色体構造異常保因者を対象に実施した着床前診断のうち、タイムラプスを

用いて培養した周期の胚盤胞への発育状態について後方視的に検討した。 

【方法】 

2015 年 2 月～2016 年 10 月までに均衡型染色体構造異常保因者を対象に胚盤胞にて着床前

診断を実施した5症例 10周期137個の分割期胚を対象とした。タイムラプス観察にはPrimo 

Vision を用い、顕微受精を施行し受精確認後から 6日目の胚盤胞までを 10分間隔で画像取

得を行った。検討では胚盤胞生検実施の有無に分け、第一卵割正常胚率と各時期の生検可

能胚率を比較した。さらに、第一卵割異常胚における Day3 及び Day5,6 での生検可能胚率

についても比較した。 

【結果】 

第一卵割正常胚率と Day3生検可能胚率は生検実施群で 93.0％(53/57)、98.2％(56/57)、生

検非実施群で 50.0％(40/80)、62.5％(50/80)と共に実施群で高かった。また、第一卵割異

常胚のうち Day3 及び Day5,6 での生検可能胚率は 47.5％(19/40)、0.0％(0/40)であった。 

【考察】 

生検非実施群は実施群に比べ異常卵割率が増加し、生検時期に関わらず生検可能胚が減少

した。しかし、第一卵割異常胚の Day3 での生検可能胚率は 47.5％と高く、生検胚として選

択される可能性がある。そこで、第一卵割異常胚を胚盤胞まで培養することで生検可能胚

数を減らし、染色体異常の可能性の高い胚の選択を回避できる。以上のことから、分割期

胚よりも胚盤胞で生検することで不必要な生検を避け患者への検査費用等の負担が軽減で



き、また生検胚当たりの染色体正常胚率を高められると考えられる。 


